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１．ママボノとは
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ママボノとは

復職前に“仕事モード”を
体験できるプロボノプログラム。

復職を目指すママたちが、これまでの仕事の経験やスキルを活かし、

チームでNPO支援活動を行います。

子育て中心の暮らしから“仕事モード”へのウォーミングアップに。

子どもや家に集中していた視野を再び社会に向ける機会に。

ボランティアを通じて行う、

「私」と「社会」のためのプログラムです。

+ = ママボノママ プロボノ
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プロボノとは

Pro
Bono
Publico
（ラテン語）

プロボノとは
専門的なスキル・経験等を
ボランティアとして提供し

社会課題の解決に成果をもたらすこと

［公共善のために］

For
Good
Public
（英語）
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サービスグラントとは

支援先の運営基盤強化に役立つ具体的な成果物

支援先の
募集と審査

プロジェクト
進行サポート

スキルを活かした
チーム編成

多様な
支援メニュー開発

プロボノワーカー
（ママボノ参加者）

NPO・地域団体サービスグラント

サービスグラントは、プロボノに特化したコーディネートを通じてNPOや地域団
体を支援するNPOです。長年のノウハウを標準化・仕組化し、より多くの社会人
が参加できるよう、新たなプログラム開発を行っています。
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ママボノの意義

仕事・子育て・家庭＋α

視野を広げる経験を
したい。

復職へ向けたウォーミ
ングアップをしながら、

スキルを高めたい。

働く女性同士の

ネットワーク
を広げたい

ママボノ参加者

ママボノ
プロジェクト

将来の復職・仕事再開に向けた“ウォーミングアップ”に

コミュニ
ケーション

課題解決力
視野の広がり
社会への関心

7割のNPOがなんら
かの支援要。実際の
提供は12%程度。(※)

子育て世代の視点、
ママの視点を活かし
た提案がほしい。

恒常的なヒト・モ
ノ・カネの資源不足

支援先

※米国タップルートファウンデーション
Mandi Chappell氏 セミナーより

ママボノは、NPOや地域団体が抱える組織経営、事業運営上の課題を、社会人が
仕事で培っている経験やスキルを生かして支援することで、団体の組織基盤を強
化し、社会課題の解決を後押しする取り組みです。
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２．ママボノ2016
実施概要
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ママボノ2016概要

期 間：2016年10月下旬〜12月中旬

開催場所：東京・大阪

チーム数：東京10チーム、大阪2チーム

参加人数：東京66名、大阪12名

ママボノ参加者
・育児休業取得中の女性
・復職を視野に入れている子育て中の女性

支援先対象団体
・ＮＰＯ法人など
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ママボノ2016 実施スケジュール

キックオフミーティング
準備

オリエンテーション（東京10/25, 大阪10/28)

• ママボノチームメンバー顔合わせ

• プロジェクト準備開始

キックオフミーティング(東京11/11, 大阪11/8)

• チームと支援先との顔合わせ

• 活動についてヒアリングなどを実施

成果提案 (東京12/7, 大阪12/5)

• 成果物を支援先に提案

• 他チームとの成果共有

プロボノワーク
（ヒアリング、成果物制作）
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オリエンテーション

2016年10月25日
（於 日本財団会議室）

2016年10月28日
（於 大阪市立生涯学習センター）

ママボノプロジェクトのオリエンテーションを実施、チーム顔合わせと、プロ
ジェクト成果目標の確認、ミーティングスケジュールの調整、作業分担などを
しました。
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キックオフミーティング

2016年11月11日
（於 日本財団会議室）

2016年11月8日
（於 ブリーゼプラザ）

支援先団体担当者との顔合わせ。団体の活動内容の確認、最終成果物イメージの確
認、ヒアリング日程調整などを行い、いよいよプロボノワークが始まりました。
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プロボノワーク（ママボノ活動）

キックオフミーティング日〜成果提案日
キックオフミーティング後、成果提案日に向けて、各チームでプロジェク
トを展開。どの成果物を作成するにも、支援先団体への理解は重要な
フェーズ。支援先訪問や、ヒアリングやアンケート調査から得た情報を整
理し、成果物制作を行います。

チーム活動例：

「めじろ台町会連絡協議会」
チーム
高齢化率約40％という地域特
性を踏まえ、アンケートは紙
で実施。回答のデータ化を
チーム全員で分担しました。

「働く女性の全国センター」
チーム
子連れで落ち着いてミーティ
ングできるスペースというこ
とで、メンバーが自宅を開放。
アットホームな環境でミー
ティングをしました。

「ぷかぷか」チーム
障がいのある人たちの働くパン
屋、カフェ、お惣菜屋、アート
スタジオのウェブサイト改善提
案。まずは支援先理解をと、赤
ちゃんを抱っこして、支援先を
訪問しました。
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成果提案

2016年12月7日
（於 日本財団会議室）

2016年12月5日
（於 ブリーゼプラザ）

プロジェクトの集大成である最終成果物をチームごとに報告し、成果物活用のご
提案をしました。その後、全体で成果報告会を行い、他チームの成果物を共有し
ました。
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ママボノ報告会

2017年2月25日
育休・離職のブランクをプラスに！
ママボノ報告会
（於 日本財団会議室）

2017年3月5日
子育てしながら働くために〜産前・産
後のポイント＆ママボノ報告会
（於 ブリーゼプラザ）

参加者・支援先のプロジェクト報告、ブランク
を経た女性活躍を考えるパネルディスカッショ
ンを実施しました。
（登壇者：桜井陽氏／日本経済新聞社、藤澤理恵氏／
株式会社リクルートマネジメントソリューションズ、
村松邦子氏／NPO法人GEWEL、矢部いづみ氏／ママ
ボノ参加者・NTTデータシステム技術株式会社）

復職に向けた心と体のダメージケアや産後
の過ごし方をテーマにしたイベントを実施、
その中で、参加者・支援先によるママボノ
プロジェクト報告を実施しました。
（共催団体：NPO法人マドレボニータ・一般社
団法人ドゥーラ協会）
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３．プロジェクトの成果

16



17

ママボノ2016 支援先一覧

エリア 団体名 所在地 支援メニュー

東

京

NPO法人GEWEL 東京都港区
マーケティング基
礎調査

第20回全国シェルターシンポジウムin東京
実行委員会

東京都江戸川区 チラシ制作

市民のためのがん治療の会 東京都国立市
マーケティング基
礎調査

せたがやチャイルドライン 東京都世田谷区 チラシ制作

一般社団法人ドゥーラ協会 東京都千代田区 チラシ制作

働く女性の全国センター 東京都台東区
課題整理ワーク
ショップ

NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ 東京都清瀬市 アンケート活用

NPO法人ぷかぷか 神奈川県横浜市 ウェブ改善提案

めじろ台町会連絡協議会 東京都八王子市
マーケティング基
礎調査

NPO法人石巻復興支援ネットワーク 宮城県石巻市 アンケート活用

大

阪

ぷちでガチ！育休MBA講座 大阪府大阪市
マーケティング基
礎調査

NPO起立性調節障害ピアネットAlice 兵庫県神戸市 業務改善



子どもを持つ女性社員が持つ潜在的な不満や悩みの具体
的な中身を明らかにし、ダイバーシティ＆インクルー
ジョンを推進するGEWELの今後の活動に向けた提案を
しました。

GEWEL 成果物

※提案書全ページをダウンロードできます。⇒ http://bit.ly/mamabono2016GEWEL

マーケティング基礎調査
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第20回全国シェルターシンポジウムin東京実行
委員会 成果物

チラシ制作

第20回「全国シェルターシンポジウム」を2017年度東
京で実施するに際し、シンポジウムの価値を発信し、理
解者協力者を増やすためのチラシを制作しました。
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市民のためのがん治療の会 成果物

患者のための交流・情報交換の場となる「語り合いの
会」へのより多くの参加者を得るために、活動の価値を
客観的に調べ、他団体の例などを調査するマーケティン
グ基礎調査を行いました。

マーケティング基礎調査
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せたがやチャイルドライン 成果物

相談員になる、寄付をするなどの形でチャイルドライン
のサポートをする「団体応援」募集のためのチラシを制
作しました。

チラシ制作

21



ドゥーラ協会 成果物

ドゥーラの存在がいかに産後の女性にとって有難く、社
会にとって価値があるかを、さらにドゥーラとなること
がいかに女性にとって魅力的な役割かを伝え、成り手を
増やすためのチラシ制作を行いました。

チラシ制作
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働く女性の全国センター 成果物

“対話の土壌”の重要性を伝え育むための「かもすワー
ショップ」の価値と可能性を探り、ファシリテーター養
成を通してワークショップを発展させるための課題整理
をしました。

課題整理ワークショップ
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子育てネットワーク・ピッコロ 成果物

これまでニーズに応えて展開してきた事業が現在のニー
ズに対応できているのかを探り、今後の事業の発展に向
けて活用するための、利用者アンケート（インターネッ
ト）を作成しました。

アンケート活用
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ぷかぷか 成果物

障がいのある人たちの働くパン屋、カフェ、お惣菜屋、
アートスタジオの店舗や商品の魅力だけでなく、障がい
者と共に生きる社会の魅力を発信するための、ウェブサ
イト改善提案をしました。

ウェブ改善提案

http://pukapuka-pan.xsrv.jp/ ママボノ提案のデザインでリニューアル中
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めじろ台町会連絡協議会 成果物

八王子市めじろ台において、町会の会館に地域の皆さんが
どういうニーズや要望を持っているのか、地域住民の暮ら
しに会館がどのように役立てるのかを知るためのマーケ
ティング基礎調査を行いました。

マーケティング基礎調査
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石巻復興支援ネットワーク 成果物

女性支援として行っているカナダ式親育てプログラムの
NP（ノーバディーズパーフェクト）講習会が参加者や地
域に与えた効果を明確化するためのアンケートの設計と
項目の作成をしました。

アンケート活用

石巻とのミーティングはSkypeで
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ぷちでガチ！育休MBA講座 成果物

ビジネス感覚を保ちたい、キャリアアップを目指したい
育休中のママ達に繋がりと学びの機会について、 ニーズ
を調査し解決策も合わせて提案しました。

マーケティング基礎調査
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起立性調節障害ピアネットAlice 成果物

会員の情報管理について整理し、講演会など必要な時に
必要な情報を効率的に活用できるよう、改善提案をしま
した。

業務改善提案
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４．参加者アンケート結果
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ママボノ2016参加者アンケート実施概要

目的：ママボノの効果検証

対象者：ママボノ2016参加者 78名

回答方法：ウェブ

回答期間：2016年12月7日〜12月27日

告知方法：電子メール

回答状況：78件（100％）
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参加をした印象はいかがでしたか？

非常に良い印象
を持っている

74%

良い印象を持っ
ている 26%

悪い印象を持っている 0%

非常に悪い印象を持っている 0%

よい印象を
持っている

100%
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ママボノに参加をした感想は？

※複数選択

ネットワーク

視野

仕事・
復職

87.2％
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《仕事》

• 復職前のトレーニングになっただけでなく、自分が勤める企
業・業界以外で働く方と取り組めたことで、視野が広がった。

• チームメンバーの仕事の進め方やこれまで知ることのなかった
専門分野の知識にも触れることが出来て、とても刺激になった。

•自覚していなかったスキルがあることが判明し、自信につな
がった。

• 支援先の役に立っているという実感から、働くこと・仕事をす
ることに対して、前向きな気持ちになった。

• 誰かの役に立っていることをダイレクトに感じられるので、自
己肯定感をもって復職できたのでよかった。

• 仕事において新たなチャレンジができそうな手応えを感じた。

ママボノに参加をした感想は？（自由記述）

34
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《ネットワーク》

• 復職後は出会えないであろう全く環境が異なるメンバーとの交
流や出会いはとても刺激的かつ視野を広げてくれた。

• 児童館などで育休中のママと会っても、子供の話が中心で互い
の仕事を話すことはほとんどありません。ママボノメンバー
は、仕事という自分の土台をオープンにした上での付き合いな
ので、仕事の悩みをはじめ、育児や家庭の悩みも話しやすかっ
たです。

ママボノに参加をした感想は？（自由記述）
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あなたにとって「ママボノ」とは？

（抜粋）

ブランクをキャリアに
変えるもの

復帰に対する自信
をくれたもの

働くを見つ

めなおす

超濃厚なチーム
ビルディングを
学べる

育休中も社会との
つながりを見失わ

ない活動

育休を変革
させるもの

「働くのが大好き！」

の同志に鼓舞される場
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ママボノ参加前と比べて、復職や働くことにつ
いてどのように感じていますか？

不安が解消さ
れ、前向きな
気持ちになっ
た 23%

どちらかというと、
不安が解消された

49%

どちらかという
と、不安になっ
た 14%

不安になった 0%
もともと不安
は感じていな
い 14%

不安が解消
された
72％

不安になった＝

復職後の生活につ
いて考える機会と

なり、課題・
準備すべき点
を認識した。
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ママボノを他の人に勧めたいですか？

ぜひ勧めたい
60%

勧めたい
36%

あまり勧めたく
ない 4%

勧めたくない 0%

勧めたい
96％
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５．支援先アンケート結果
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ママボノ2016支援先アンケート実施概要

目的：ママボノの効果検証

対象者：ママボノ2016支援先 12団体

回答方法：ウェブ

回答期間：2016年12月7日〜12月27日

告知方法：電子メール

回答状況：12件（100％）
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ママボノ支援を受けてよかったですか？

とてもよかっ

た, 9

よかった, 3

あまりよくなかった, 0
よくなかった, 0

よかった
100％
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成果物についていかがでしたか？

とてもよい, 9

よい, 3

あまりよくない, 0

よくない, 0

よい
100％
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• 感動して涙が出そうでした。単なるデザインの問題ではなく、
それまで調べ上げたデータとそのデータをもとにどのようにす
ればいいかの提案が集約されているように思いました。

• 丁寧に、対象者にまず聴き取りをしていただき、アンケート項
目について精査しながら作っていただき、感銘を受けました。

• 当初想定していた以上のご提案を頂きました。

• 団体の活動をよく理解して下さった上で、受け取る側がわかり
やすい表現、レイアウトに改訂していただきました。

• 赤ちゃんを抱えながら短期間によくまとめられたと思います。

• 限られた期間に、多くのヒアリングをしていただき、貴重な当
事者の意見が体系的にまとめられていました。

• 調査結果をもとに、課題解決のためのクリエイティブなご提案
をいただき、今後の活動の参考になりました。

納品された成果物はいかがでしたか？

43

（抜粋）



今回の成果物から期待される成果は？

8.3%

16.7%

25.0%

33.3%

41.7%

41.7%

50.0%

50.0%

66.7%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

メディアへの掲載回数が増える

寄付や協賛が増える

スタッフやボランティアとの関係が強化される

団体の信頼性が高まる

新しい会員が増える

NPOの認知度が向上する

外部への説明が楽になり、業務が効率化する

活動やイベントへの参加者が増える

情報発信が効率的にできるようになる
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今回の支援による団体内部の変化は？

0.0%

8.3%

16.7%

16.7%

25.0%

25.0%

33.3%

50.0%

50.0%

66.7%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ボランティアスタッフのモチベーションが向上した

情報発信を継続的に行う体制ができた

業務が効率化した

代表者や理事のモチベーションが向上した

内部関係者間で意識共有ができた

団体のビジョン、目標が明確になった

スタッフのモチベーションが向上した

情報発信の重要性が認識された

団体の活動の意義について新たな発見があった

活動内容の改善点が明確になった
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あなたにとって「ママボノ」とは？

強力な助っ人

頼りになる同士 社会をよくする活動

新しい仲間

人という社会資源
のシェア

新たな価値の創造を

やってのける人々

新風！とてもフレッシュ

で前向きな気持ちになれ

る仕事でした

最高のお助けマン

46

（抜粋）



ママボノの支援を人に勧めたいですか？

ぜひ勧める, 6
勧めたい, 5

どちらとも

いえない, 

1

勧めたい
91％
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６．メディア掲載
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ママボノ2016 メディア掲載一覧 ①

●2016年9月7日放映 NHK「おはよう日本」
ママボノ紹介イベント『仕事復帰に向けて「私」を見つめ直す（2016/9/6
実施）紹介

●2016年9月18日掲載 毎日新聞（大阪版）

「育休中のボランティア 参加者募集」

●2016年9月24日 東京新聞（夕刊）2016年度ママボノ参加者募集

●2016年10月27日 くらしと仕事 http://kurashigoto.me/articles/MSXDZ
育休中にスキルアップも!?自信を持って復職するための産休・育休のすご
し方

●2016年11月28日 ハレタル https://haretal.jp/shigoto/ps2016112801/

仕事復帰の“助走”をボランティアで

●2016年12月19日 くらしと仕事 http://kurashigoto.me/articles/pYLyf
育休中ママが社会貢献活動。「ママボノ」キックオフミーティングで垣間
見た、その魅力

●2016年12月27日放映 NHK「首都圏ネットワーク」

育休ママの研修 職場復帰前に不安解消
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ママボノ2016 メディア掲載一覧 ②

●2017年1月11日掲載 日経新聞 WOMAN START

http://style.nikkei.com/article/DGXMZO11400620W7A100C1000000?channel=DF130120166018

「復職に備えて育休中にスキルアップ プログラムが活況」

●2017年2月1日掲載 SAISON CHIENOWA 

https://www.saison-chienowa.jp/articles/hYE0EpcG

育休中に「仕事スイッチ」を押してみる。復職前に子連れで「ママボノ」に
参加してみた

●2017年2月16日 くらしと仕事（ウェブ）http://kurashigoto.me/articles/Nyo6a

ママたちが育休中のチャレンジで得たものは？「ママボノ2016」成果発表
会レポート

●2017年3月30日 くらしと仕事（ウェブ）http://kurashigoto.me/articles/Xg6me

働き方が変わりワーキングマザーが先頭に立つ時代がやってくる！ママボノ
で見えた育休経験や女性的能力の活かし方

●「日経DUAL」「ハピママ」「二枚目の名刺」取材中

2017年3月30日現在
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企画・運営

【ママボノ事務局】認定NPO法人 サービスグラント
東京 150-0002 東京都渋谷区渋谷1-6-3-502
関西 541-0055 大阪市中央区船場中央1-3-2-302
email: info@servicegrant.or.jp tel: 03-6419-4021

ママボノウェブサイト：http://servicegrant.or.jp/program/mamabono.php
ママボノFacebook：https://www.facebook.com/servicegrant.mamabono/

mailto:info@servicegrant.or.jp
http://servicegrant.or.jp/program/mamabono.php
https://www.facebook.com/servicegrant.mamabono/

